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報徳之島
Tokunoshima Town public relations

「令和」最初の広報徳之島。井之川夏目踊り【平成 22 年９月号表紙】

花徳豊年祭
【平成 29 年８月号表紙】

まちの話題
【特集】

平成プレーバック（後編）

中央通りワイワイ祭り【平成 22 年 12 月号表紙】

亀徳小・亀徳老人クラブ交流会
【平成 19 年 12 月号表紙】

成人式【平成 25 年 2 月号表紙】
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まちの話題

平成プレーバック（後編）

【特集】

　平成元年から平成 31 年までの

「広報とくのしま」から、広報担当

が記事をピックアップ。

　後編となる今月号では、平成 16

年の№ 357 から平成 31 年の№ 538

までの記事の中からお届けします。

20 年ぶりに 「田植え祭り」
【
平
成
17
年
９
月
号
よ
り
】

平
成
17
年
８
月
18
日
、
花
徳
の
新
村
老

人
ク
ラ
ブ
（
太
利
範
臣
会
長
・
会
員
68
人
）

主
催
の
「
花
徳
老
人
ク
ラ
ブ
田
植
え
祭
り
」

が
、
約
20
年
ぶ
り
に
復
元
さ
れ
た
水
田
で
、

太
鼓
と
男
女
掛
け
合
い
の
田
植
え
歌
に
の

せ
て
、
昔
懐
か
し
い
田
植
え
風
景
を
再
現

し
て
い
ま
し
た
。午
後
１
時
す
ぎ
か
ら
あ
っ

た
田
植
え
祭
り
に
は
、
新
村
集
落
・
前
川

集
落
・
上
花
徳
集
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
員
を

中
心
に
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
田
植

え
は
、
畦
に
立
つ
唄
者
ら
の
軽
快
な
歌
掛

け
や
手
舞
に
の
せ
て
、
田
ん
ぼ
を
横
断
す

る
糸
に
横
一
列
に
並
ん
で
植
付
け
を
し
ま

し
た
。

ウミガメ救出大作戦
【
平
成
22
年
７
月
号
よ
り
】

平
成
22
年
６
月
19
日
の
午
前
、
花
徳
の
浜

を
散
歩
中
の
直
島
逸
男
さ
ん
が
沼
に
は
ま
っ

て
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見

し
、地
域
住
民
が
連
携
し
て
救
出
し
ま
し
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
は
、産
卵
の
た
め
に
上
陸
し
た
後
、

海
に
戻
れ
ず
に
川
に
転
落
し
て
沼
地
に
は

ま
っ
た
様
子
。
発
見
し
た
直
島
さ
ん
は
、
す

ぐ
に
区
長
の
時
政
盛
さ
ん
へ
連
絡
。
地
域
住

民
を
集
め
る
と
、
ロ
ー
プ
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
救

出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
海
へ

向
か
っ
て
自
力
で
動
き
出
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
時
区
長
は
、「
地
域
へ
声
を
か
け
る
と

多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
。
み
ん
な
の
協
力
で

無
事
に
海
へ
と
帰
す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

亀津浜踊り 「島の宝 100 景」 に
【
平
成
21
年
４
月
号
よ
り
】

平
成
21
年
４
月
10
日
、
国
土
交
通
省
が

次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
活
か
し
た
い
島
の

景
観
と
し
て
「
島
の
宝
１
０
０
景
」
を
発

表
し
、
全
国
１
４
９
島
、
５
４
７
件
の
応

募
の
中
か
ら
「
亀
津
浜
踊
り
」
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
「
１
０
０
景
」
は
、
島

の
景
観
や
暮
ら
し
、
歴
史
や
伝
統
文
化
な

ど
を
「
島
の
宝
」
と
し
て
再
認
識
し
、
観

光
Ｐ
Ｒ
の
契
機
と
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
で
、
鹿
児
島
県
で
は
11
島
12
か
所
が
選

定
さ
れ
、
奄
美
か
ら
は
４
か
所
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
亀
津
浜
踊
り
の
関
係
者
ら
は「
大

変
名
誉
な
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
島
の
宝
で

あ
る
亀
津
浜
踊
り
を
受
け
継
ぎ
後
世
へ
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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福島の子どもたちと交流
【
平
成
23
年
９
月
号
よ
り
】

平
成
23
年
８
月
２
日
～
８
日
ま
で
町
教
育

委
員
会
主
催
の
、
わ
れ
ん
き
ゃ
交
流
事
業
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
毎
年
恒

例
の
「
楽
し
く
学
ぶ
夏
休
み
子
ど
も
講
座
」

の
一
環
と
し
て
、
今
年
は
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
、
福
島
県
相
馬
市
の
中
村
第
二
小
学

校
と
飯
豊
小
学
校
の
５
・
６
年
の
生
徒
６
人

を
招
い
て
、「
わ
れ
ん
き
ゃ
交
流
事
業
」
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
中
略
）

相
馬
市
の
生
徒
か
ら
は
、「
ま
た
機
会
が

あ
れ
ば
来
て
み
た
い
」
と
、
町
内
の
生
徒
か

ら
は
、「
ま
た
相
馬
市
の
子
た
ち
に
来
て
ほ

し
い
。
自
分
も
福
島
に
行
っ
て
み
た
い
」と
、

７
日
間
で
交
流
を
深
め
た
様
子
で
し
た
。

ＰＲへやる気十分 ! まぶーる君へ辞令交付
【
平
成
29
年
６
月
号
よ
り
】

平
成
29
年
５
月
１
日
、
徳
之
島
町
役
場

会
議
室
に
お
い
て
、
徳
之
島
町
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ま
ぶ
ー
る
君
」
へ
の
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
高
岡
秀
規
町
長
や
関

係
者
が
列
席
す
る
中
、ま
ぶ
ー
る
君
は
堂
々

と
し
た
足
取
り
で
登
場
。
町
公
式
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
辞
令
を
受
け
る
と
、
手
に

持
っ
た
さ
と
う
き
び
を
か
ざ
し
て
や
る
気

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

そ
の
後
ま
ぶ
ー
る
君
は
５
月
３
日
に
初

仕
事
と
し
て
亀
徳
新
港
と
空
港
で
ふ
る
さ

と
納
税
Ｐ
Ｒ
に
挑
戦
。
同
日
の
全
国
闘
牛

サ
ミ
ッ
ト
徳
之
島
町
大
会
や
、
５
月
５
日

の
黒
砂
糖
祭
り
な
ど
で
も
登
場
し
、
大
忙

し
の
様
子
で
し
た
。

先祖の霊を送る灯篭の灯
【
平
成
29
年
10
月
号
よ
り
】

平
成
29
年
８
月
24
日
、
徳
之
島
町
母
間

の
池
間
集
落
で
灯
篭
流
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

灯
篭
流
し
は
先
祖
の
霊
を
の
せ
て
海
に

帰
す
送
り
盆
の
風
習
の
ひ
と
つ
で
、
池
間

集
落
で
は
十
数
年
前
に
復
活
し
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
い
き
い
き
会
が
準
備
等
を
実
施
。

30
個
の
灯
篭
が
地
元
の
子
ど
も
た
ち
を

中
心
に
流
さ
れ
ま
し
た
。

海
岸
沿
い
に
は
灯
篭
が
流
れ
る
様
子
を

見
る
た
め
に
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
灯
篭

が
少
し
ず
つ
沖
に
流
れ
て
い
く
情
緒
あ

ふ
れ
る
風
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

健やかな成長を願って～ナナチドゥシィバン～
【
平
成
28
年
２
月
号
よ
り
】

町
内
各
所
で
平
成
28
年
１
月
７
日
、
数

え
で
７
歳
に
な
る
子
ど
も
が
七
草
が
ゆ

（
ド
ゥ
シ
ィ
バ
ン
）
を
も
ら
い
各
家
々
を
回

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
華
や
か
な
晴
れ

着
に
身
を
包
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、
親
戚

や
知
人
宅
を
７
軒
ま
わ
り
七
草
が
ゆ
を
も

ら
い
ま
し
た
。
各
家
々
で
作
ら
れ
る
か
ゆ

は
、豚
骨
で
炊
い
た
も
の
な
ど
各
家
庭
様
々

な
具
材
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ナ
ナ
チ
ド
ゥ
シ
バ
ン
は
、
子
ど
も
た
ち

の
無
病
息
災
の
祈
り
を
込
め
行
わ
れ
る
伝

統
行
事
。
か
ゆ
を
も
ら
い
に
訪
れ
ら
れ
た

家
は
、
福
が
訪
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
多
く
の
家
で
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
が
願
わ
れ
ま
し
た
。
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表彰を受けた町教職員の皆さん 総公演回数１千回超えの『王様の耳はロバの耳』

町
役
場
で
３
月
22
日
、
町
優
秀
教
職

員
表
彰
、
退
職
教
職
員
感
謝
状
贈
呈
、

平
成
30
年
度
小
・
中
学
校
教
育
活
動
実

践
記
録
の
県
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
活
動
実
践
記
録
は
大
島
地
区
全

体
で
８
２
１
点
が
応
募
さ
れ
、
亀
津
中

学
校
の
小
松
豊
文
教
諭
の
実
践
記
録
が

選
考
で
特
選
に
。
こ
れ
が
鹿
児
島
県
へ

推
薦
さ
れ
、
県
全
体
で
推
薦
さ
れ
た
14

点
の
う
ち
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

町
優
秀
教
職
員
表
彰
で
は
４
名
が
表

彰
さ
れ
、
２
名
に
退
職
教
職
員
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。（
※
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
被
表

彰
者
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

町
文
化
会
館
で
３
月
15
日
、
劇
団
四

季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
王
様
の
耳
は
ロ
バ

の
耳
』
こ
こ
ろ
の
劇
場
公
演
が
行
わ
れ
、

島
内
の
児
童
約
８
０
０
人
が
鑑
賞
し
ま

し
た
。「
こ
こ
ろ
の
劇
場
」
は
劇
団
四
季

や
行
政
・
企
業
協
力
の
も
と
全
国
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
た
め
の
芸

術
鑑
賞
事
業
で
、
徳
之
島
で
の
公
演
は

11
回
目
。
子
ど
も
た
ち
は
舞
台
鑑
賞
を

通
じ
、
真
実
を
見
る
目
や
本
当
の
こ
と

を
言
う
勇
気
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
翌
日
の
16
日
に
は
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
、
劇
団
四
季
の
俳
優
に
よ

る
『
美
し
い
日
本
語
の
話
し
方
教
室
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
優
秀
教
職
員
な
ど
７
名
に
表
彰
状
・
感
謝
状

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
島
内
児
童
約
８
０
０
人
が
観
劇

防犯ブザーを手渡す吉川会長（写真中央） 手々小・中の児童・生徒全員で合唱

町
教
育
委
員
会
で
３
月
14
日
、
徳
之

島
経
済
同
志
会（
吉
川
清
吾
会
長
）か
ら
、

本
町
の
新
小
学
一
年
生
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
る
防
犯
ブ
ザ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
会
は
鹿
児
島
銀
行
徳
之
島
支
店
に

事
務
局
を
置
き
、
約
70
の
事
業
者
で
組

織
。「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全

の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
」
と
い
う

思
い
か
ら
、
昨
年
行
わ
れ
た
同
会
の
総

会
で
防
犯
ブ
ザ
ー
の
贈
呈
が
提
案
さ
れ
、

実
現
に
至
り
ま
し
た
。

防
犯
ブ
ザ
ー
は
伊
仙
町
、
天
城
町
の

新
小
学
一
年
生
へ
も
贈
ら
れ
、
同
会
は

防
犯
ブ
ザ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
来
年
以

降
も
継
続
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

町
立
中
学
校
で
３
月
13
日
、
小
学
校

で
３
月
20
日
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
手
々
小
・
中
学
校
で
は
小
学
校
１

名
、
中
学
校
２
名
が
卒
業
。
式
の
中
で

そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
生
が
、
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
た
写
真
と
と
も
に
学
校
生
活

を
振
り
返
り
、
時
に
涙
を
拭
い
な
が

ら
、
お
別
れ
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
手
々
小
・
中
学
校
以
外
の
卒
業

生
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。【
小
学
校
】

亀
津
小
69
名
、
神
之
嶺
小
12
名
、
尾
母

小
３
名
、
亀
徳
小
25
名
、
花
徳
小
７
名
、

母
間
小
３
名
、
山
小
２
名
【
中
学
校
】

尾
母
中
５
名
、
亀
津
中
78
名
、
井
之
川

中
10
名
、
東
天
城
中
13
名
、
山
中
６
名

徳
之
島
経
済
同
志
会
、
３
町
新
一
年
生
へ
防
犯
ブ
ザ
ー
贈
呈

小
学
校
１
２
２
名
、
中
学
校
１
１
４
名
が
卒
業
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ご遺族の意向により、今回の十三回忌が最後の慰霊祭

町
山
公
民
館
広
場
の
慰
霊
碑
前
で
３

月
17
日
「
陸
上
自
衛
隊
第
１
混
成
団
第

１
０
１
飛
行
隊
殉
職
隊
員
十
三
回
忌
慰

霊
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
遺
族
の
意
向
で
今
回
が
最
後
と
な

る
慰
霊
祭
に
、
ご
遺
族
、
自
衛
隊
員
、

地
元
住
民
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
列
し
、

救
急
搬
送
任
務
に
尽
力
し
た
４
名
の
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。

事
故
は
平
成
19
年
３
月
30
日
の
午
後

11
時
頃
、
鹿
児
島
県
か
ら
の
急
患
搬
送

要
請
を
受
け
た
同
飛
行
隊
の
ヘ
リ
が
、

濃
霧
で
視
界
不
良
の
中
、
天
城
岳
東
側

の
山
頂
付
近
に
激
突
。
搭
乗
し
て
い
た

本
町
亀
津
出
身
の
機
長
・
建
村
善
知 

一

等
陸
佐
（
54
）
▽
坂
口
弘
一 

二
等
陸
佐

（
53
）
＝
佐
賀
県
出
身
▽
岩
永
浩
一  

陸

曹
長
（
42
）
＝
長
崎
県
出
身
▽
藤
永
真

司 

陸
曹
長
（
33
）
＝
大
分
県
出
身
＝
の

４
人
全
員
が
殉
職
し
ま
し
た
。

慰
霊
の
詞
で
高
岡
秀
規
町
長
は
「
人

命
救
助
と
い
う
崇
高
な
任
務
を
最
後
ま

で
全
う
さ
れ
た
そ
の
勇
姿
に
、
我
々
は

感
謝
の
念
を
持
ち
続
け
、
未
来
永
劫
に

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
哀
悼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

遺
族
を
代
表
し
て
故
・
建
村
一
佐
の

妻
美
代
子
さ
ん
（
64
）
は
「
皆
様
の
温

か
い
お
気
持
ち
、
ご
支
援
の
お
か
げ
で

私
達
の
気
持
ち
も
癒
さ
れ
、誇
り
を
持
っ

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
４
名
の

み
霊
と
共
に
皆
様
方
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

陸
自
ヘ
リ
事
故
十
三
回
忌
、
最
後
の
慰
霊
祭

徳之島高校音楽部と自衛隊で鎮魂歌を合奏

亀津小の新一年生は最多学年に（写真は１年い組） 優秀な成績を収めた敬空館亀津

町
立
小
中
学
校
で
４
月
８
日
、
平
成

31
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
亀

津
小
学
校
で
は
男
子
35
名
、
女
子
30
名
、

合
計
65
名
の
新
一
年
生
が
入
学
。
同
小

学
校
で
人
数
が
最
多
の
学
年
と
な
り
、

唯
一
学
級
数
が
３
学
級
の
学
年
と
し
て

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

亀
津
小
学
校
以
外
の
平
成
31
年
度
各

町
立
小
中
学
校
入
学
者
数
は
次
の
と
お

り
で
す
。【
小
学
校
】
亀
徳
小
19
名
、
尾

母
小
１
名
、
神
之
嶺
小
13
名
、
母
間
小

４
名
、
花
徳
小
９
名
、
山
小
１
名
、
手
々

小
１
名
【
中
学
校
】 

亀
津
中
91
名
、
尾
母

中
２
名
、
井
之
川
中
10
名
、
東
天
城
中

10
名
、
山
中
２
名
、
手
々
中
１
名

第
43
回
奄
美
少
年
少
女
空
手
道
大
会

（
奄
美
空
手
道
連
盟
主
催
）が
３
月
31
日
、

奄
美
市
の
名
瀬
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
奄
美
群
島
内
の
未
就
学
児
～
中
学

生
約
２
８
０
人
が
組
手
・
形
へ
出
場
。

敬
空
館
亀
津
が
健
闘
し
、
上
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

１
位
入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
形
】〈
小
学
低
学
年
男
子
〉
敬

空
館
亀
津
Ａ
、〈
中
学
生
男
子
〉
敬
空
館

亀
津
【
団
体
組
手
】〈
小
学
高
学
年
男
子
〉

敬
空
館
亀
津
Ａ

※
個
人
１
位
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
撮
っ
て
お
き
！
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー

ス
」
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新
生
活
ス
タ
ー
ト
、
町
立
小
中
学
校
入
学
式

敬
空
館
亀
津
、
奄
美
で
の
空
手
道
大
会
で
健
闘
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瓜子姫とあまんじゃく 
おおかみと七ひきのこやぎ

【主催】徳之島町子ども芸術祭典実行委員会（亀津・東天城）　【共催】徳之島子ども劇場・徳之島町文化会館　
【後援】徳之島町教育委員会・徳之島地区保育連合会・徳之島町ＰＴＡ連絡協議会

５月 19 日（日）花徳前川生活館　開場 15：45　開演 16：00
５月 21 日（火）徳之島町体育センター　開場 18：45　開演 19：00

人形劇団
第 31 回鹿児島県

「
子
ど
も
芸
術
祭
典
」
は
、
子
ど
も
が
舞
台
芸
術

に
ふ
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
地
域
の
大
人
、
特

に
お
母
さ
ん
達
が
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
い
、
徳
之

島
で
も
30
年
以
上
活
動
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
と
て
も
感
受
性
豊
か
。
お
芝
居
で
い
ろ

ん
な
気
持
ち
を
知
っ
て
、「
生
き
る
力
」が
育
ち
ま
す
。

何
よ
り
、
お
芝
居
を
観
る
子
ど
も
達
の
幸
せ
そ
う

な
笑
顔
が
、「
子
ど
も
芸
術
祭
典
」
の
原
動
力
で
す
。

地域のすべての子ども達に、
 お芝居を観る大切な機会を。

徳之島子ども劇場事務所・徳之島町文化会館
南日本新聞亀津販売所・ＪＡ旅行センター
むぎ工房

２本立て

チケットの
お求めは

2 会場共通
チケット

前売り券 1000 円　当日券 1500 円
　（大人・子ども同一料金　２歳以下無料）
ファミリー券（同一世帯 4 人まで）3500 円

2019 年

～文化芸術公演のお知らせ～
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町からのお知らせ

総務省委嘱 行政相談委員　東郷 勇
徳之島町亀津 2717-1 　☎ 090-9791-9194

行政の仕事などで疑問・苦情や意見・要望はありませんか？

行政相談所の開設について
問

毎日の暮らしの中で、登記、年金、道路、社会福祉など国の役所の仕事などについて、疑問・苦

情や意見・要望はありませんか。総務大臣委嘱の行政相談委員は、皆様の相談相手として、役所のサー

ビスや行政の仕組み、手続きに関する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関に対する改

善の申し入れを行っています。次の日程で行政相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。

また、自宅や電話でも相談に応じています。相談は無料で秘密は守られます。

●日にち＝令和元年 5 月 29 日（水）

●場所・時間＝【花徳支所：午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分】【役場 1 階監査室：午後２時～４時】

企画課 　☎ 0997-82-1111（内線 222）問

調査にご協力ください

2019 年工業統計調査を実施します

徳之島高等学校生徒が対象です

高等学校バス通学支援補助金について
企画課　☎ 0997-82-1111（内線 221）問

平成31年度より、徳之島高等学校生徒の路線バス利用に伴う定期券又は回数券の購入費用に対し、

経済的負担軽減と路線バスの利用促進を目的として助成を行います。

●補助の対象

　①徳之島高等学校におけるバス通学許可範囲内より通学する生徒を保護する義務を負う者

　②徳之島総合陸運が発行するバス定期券又は回数券の購入費用

●申請手続きについて

　①役場企画課及び徳之島高等学校事務局にて申請書を受け取り、役場企画課に提出

　②役場企画課が発行する購入証明書を受け取り、徳之島総合陸運にて定期券及び回数券を購入

　③定期券及び回数券購入後、領収書を徳之島高等学校事務局へ提出

●申請時に持参するもの

　①申請書（第１号様式、第２号様式）

　　※様式は町公式ウェブサイトにも掲載しています。

　②学生証又は通学証明書の写し

●対象期間＝平成 31 年４月１日～令和２年３月 31 日

　※但し、上記申請手続完了後より有効となりますのでご了承ください。

　　　　従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、2019 年６月１日時点で

「2019 年工業統計調査」を実施します。この調査は、我が国における工業の実態を明

らかにすることを目的とし、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。調査

の趣旨・必要性を御理解いただき、回答にご協力ください。
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町からのお知らせ

平成 31 年度の「国民健康保険被保険者証」が、７月中に切り替えとなります。

５月末までに保険税を完納された方を対象に、７月中旬頃に郵送いたします。まだ納付がお済み

でない方は、早めの納付にご協力ください。また、窓口での交付をご希望の方は、お早めに国民健

康保険係までご連絡ください。（※６月以降に保険税を完納された方は、窓口でのお受け取りにな

る可能性もございます。ご注意ください。）　

〈「申告」はお済みですか？〉
国民健康保険税納税義務者（世帯主）及びその世帯に属する家族は、前年中（平成 30 年１月～ 12 月）

の収入の有無に関わらず必ず申告が必要です。申告（世帯全員）がされていない場合は、保険税の
軽減や入院時の医療費及び食事代の負担額の減額が受けられません。早めの申告をお願いします。

また、平成 31 年１月２日以降に徳之島町に転入された方の場合は、前年の所得金額が不明のため、
前住所地に所得照会をして、後日所得金額が判明すれば保険税が変更されることがあります。

国民健康保険税の納付は済んでいますか

国民健康保険被保険者証の切り替えについて
健康増進課 　☎ 0997-82-1111（内線 135,136）問

国民健康保険事業の一環として下記「がんドック」を実施します。令和元年６月３日（月）から、
健康増進課及び花徳支所窓口で申し込みを受け付けます。（以前受診されたことのある方は対象外
です。）申し込みの際は印鑑を持参し、必ず受診されるご本人が窓口へお越しください。

健康増進課 　☎ 0997-82-1111（内線 136）　花徳支所　☎ 0997-84-0048

検査費用の補助があります

「がんドック」実施のお知らせ
問

区　８分 検　査　項　目

がんドック

１．全身ＰＥＴ検査
２．Ｘ線ＣＴ検査（胸・腹部）
３．超音波検査（腹部）
４．血液検査（腫瘍マーカー・血糖・ピロリ菌・胃炎）
５．尿検査・便潜血検査
６．診察・検査結果説明

特定健診 厚生労働省が定める特定健康診査項目
（ヘモグロビン A1c・クレアチニン検査を含む）

内臓脂肪量測定 腹部 CT による内臓脂肪量測定（fat スキャン）

【受診適用保険】　徳之島町国民健康保険の被保険者
【年齢制限】　令和元年６月１日現在で 40 歳以上 65 歳以下
【人数】申し込み順で 15 名まで　※１世帯から１名
【保険税の納税状況】　平成 28 年度～平成 30 年度に保険税の滞納がないこと
【補助額】　検査費用 14 万円のうち 3 万円を補助　　　　　　　　
【検査機関】　医療法人 慈風会 厚地記念クリニック PET 画像診断センター
    鹿児島市照国町 12-1　☎ 099-226-8871　 Fax 099-226-8872

【受診期間】 令和元年６月８日（土）～令和２年２月 28 日（金）
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町からのお知らせ

対象の方は申請を

固定資産税の減免について

家屋が火災等の災害及び台風等の自然災害で被害にあった場合や、生活保護を受けている場合な

ど、申請に基づいて固定資産税が減免されることがあります。減免を希望される方は、税務課また

は花徳支所で申請を行ってください。また、諸事情等により期間中に窓口での手続が困難な方は、

税務課または花徳支所へご連絡ください。

※減免の期間は申請年度の課税分のみです。
※生活保護の受給者で減免を受けようとする方は、固定資産税の各納期限の 7 日前までに必ず申
　請してください。申請後の納期分から減免の対象となります。

　平成 31 年度の町税の納期は下表のとおりです。

　延滞金が発生しないよう、期限内の納付にご協力ください。

納期内納付にご協力ください

平成 31 年度町税の納期のお知らせ
収納対策課 　☎ 0997-82-1111（内線 172,173）問

納期月 5 月 7 月 9 月 10 月 12 月 1 月 3 月

町県民税 ― 1 期
7/1（月）

2 期
9/2（月）

3 期
10/31（木） ― 4 期

1/31（金） ―

固定資産税 1 期
5/31（金）

2 期
7/31（水） ― ― 3 期

12/25（水） ― 4 期
3/2（月）

軽自動車税 全期
5/31（金） ― ― ― ― ― ―

国民健康保険税 ― 1 期
7/1（月）

2 期
9/2（月）

3 期
10/31（木） ― 4 期

1/6（月）
5 期

3/2（月）

■納付場所について

納付場所は、徳之島町役場、花徳支所、金融機関（銀行、郵便局など）、コンビニエンスストア、

Pay-B などになります。詳しくは、納付書の裏側をご覧ください。

■口座振替日について

口座振替をご利用の方は、以下の日程で振替を行います。

納期月の 25 日 ゆうちょ銀行

納期月の 28 日 ゆうちょ銀行以外の金融機関

※振替日が土・日・祝日の場合は翌営業日が振替日となります。

※振替日の前日までに口座の残高確認をお願いします。

■納付は便利で確実な「口座振替」で

口座振替は、金融機関があなたに代わって預貯金口座から振替え、町に納付する制度です。納付

のために役場や金融機関などに出かける手間が省けて、納め忘れもなく大変便利です。口座振替を

希望される方は、役場収納対策課または納付書に記載されている金融機関にお問い合わせください。

税務課 　☎ 0997-82-1111（内線 142）　花徳支所　☎ 0997-84-0048問
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町からのお知らせ

3 月号に掲載した内容から変更があります

合併浄化槽設置整備補助金の変更について
建設課　☎ 0997-82-1111（内線 252）問

人槽区分 補助額（3 月掲載額） 補助額（４月以降決定額）
5 人槽 267,000 円 200,000 円

6 人槽～７人槽 328,500 円 240,000 円
8 人槽～ 10 人槽 429,000 円 300,000 円

平成 31 年度から新築住宅に対する合併浄化槽設置補助金が変わります。

※広報徳之島 3月号に掲載した内容から変更があります。

《新築住宅に対する浄化槽設置補助金》

日にち 集　落 時　間 場　所

５月 20 日（月）
手々地区 午後２時から 手々福祉館

山・金見地区
（畦・港川・内千川・山里・金見合同開催） 午後２時から 山公民館

５月 21 日（火）

花・轟地区
（前川・新村・上花徳・轟木合同開催） 午後２時から 前川生活館

母間地区
（池間・反川・大当・花時名合同開催） 午後２時から 池間公民館

５月 22 日（水）

井・旭・下地区
（井之川・旭ヶ丘・下久志合同開催） 午後２時から 井之川公民館

神嶺地区
（徳和瀬・諸田・神之嶺合同開催） 午後２時から 諸田公民館

５月 23 日（木）
亀徳地区 午後２時から 亀徳公民館

亀津地区
（南区・中区・北区・東区合同開催） 午後２時から 南区会館

５月 24 日（金） 尾母地区
（尾母・大原・白井合同開催） 午後 7 時から 尾母公民館

5 月 20 日（月）から 24 日（金）にかけて、下記の内容で集落営農座談会を開催します。

農業関係機関・団体による各種施策や、さとうきび等補助事業説明会を行います。参加された方

へ粗品等も用意しております。お住まいの地区又は、最寄りの地区へのご参加をお待ちしています。

農業をされている皆様へ

平成 31 年度集落営農座談会を開催します
農林水産課 　☎ 0997-82-1111（内線 244）問

→
→
→

新築住宅で合併浄化槽設置補助金の対象となる条件（汚水処理未普及解消に繋がるものが原則）

・単独浄化槽設置の家屋を新築　・汲み取り便槽設置の家屋を新築

・集合住宅又は借家からでて新築　・下水道接続済みの家屋から転居して新築

・分家独立して新築　・その他（汚水処理普及に貢献できるもの）
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町からのお知らせ

休館日や団体見学申請等

郷土資料館からのお知らせとお願い
徳之島町郷土資料館　☎ 0997-82-2908問

令和元年（2019 年）５月～７月の休館予定日

５月 7 日 ( 火 )、13 日 ( 月 )、20 日 ( 月 )、27 日 ( 月 )

６月 3 日 ( 月 )、10 日 ( 月 )、17 日 ( 月 )、24 日 ( 月 )

７月 1 日 ( 月 )、8 日 ( 月 )、16 日 ( 火 )、22 日 ( 月 )、29 日 ( 月 )

～郷土資料館からのお願いです～
○生涯学習センター内での大きな音を立てての階段の上り下りや、大きな声での会話、その他

利用者の迷惑となる行為については固く禁じています。ご協力をお願いします。

○郷土資料館展示室内での飲食はご遠慮ください。

○団体見学（15 人以上）については、事前に申請が必要です。

○資料の受け入れについては、事前の相談が必要です。

○埋蔵文化財と思われるものを発見した際には、現状を変更することなくご連絡ください。

○開館時間
午前 9 時～午後 5 時　

（入館は午後 4 時 30 分まで）　
※入館料は無料です。

昨年度開催した体験学習講座や企画展を今

年度も開催予定です。詳細が決まりましたら、

町ウェブサイトや広報紙等でお知らせします。

郷土資料館の今年度の行事について

3 月 16 日に徳之島町内の小学 4 年生～ 6 年
生を対象に町内の史跡巡りを行いました。

使用する前に確認を

離島航空割引カードの有効期限について

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

離島航空割引カードを使用される予定のある方は、カードの有効期限を必ずご確認ください。長
期休暇中や土・日・祝日は、カードの更新・発行などはできません。飛行機や船に搭乗する際にも、カー

ドの確認が必要です。有効期限が切れている場合は、通常料金となりますので、ご確認のうえ更新・

再発行が必要な場合は手続きをしてください。

女性・子ども・高齢者等をめぐる人権の問題や近隣とのトラブルなど、身近なことで困っている

ことはありませんか。人権擁護委員が、皆さんとともに問題解決のための方法を考えます。相談は

無料で、相談内容についての秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

【日時・場所】令和元年５月 31 日（金）　午前 10 時～午後３時　亀津 中区生活館

鹿児島地方法務局奄美支局　☎ 0997-52-0348

お気軽にご相談ください

特設人権相談所の開設について
問
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町からのお知らせ

住民生活課 　☎ 0997-82-1111（内線 121）

愛犬のために予防注射を

畜犬登録及び狂犬病予防注射の日程について
問

狂犬病予防注射を５月 16 日（木）、17 日（金）に下記の日程で実施します。

狂犬病予防注射は毎年 1 回受けることが狂犬病予防法により義務づけられています。犬を飼われ

ている方は忘れずに接種を受けましょう。

※犬の登録をされている方は、犬の鑑札をご持参ください。
※当日の注射料金は 3,400 円です。おつりが出ないようご協力をお願いします。
※飼っている犬がすでに死亡した、譲り渡したなどの場合には、住民生活課までご連絡ください。

月日 実施地区 時間 実施場所

5 月 16 日（木）

南 区・ 中 区 9 時 00 分～ 10 時 20 分 児 童 公 園
北 区 10 時 25 分～ 11 時 00 分 北 区 新 公 民 館
東 区 11 時 05 分～ 11 時 50 分 文 化 会 館 前 広 場
南 原 13 時 00 分～ 13 時 10 分 南 原 公 民 館
尾 母 13 時 20 分～ 13 時 30 分 徳 田 商 店 前 広 場
大 原 ２ 13 時 40 分～ 13 時 45 分 大 原 2 公 民 館
大 原 １ 13 時 50 分～ 14 時 00 分 大 原 1 公 民 館
亀 徳 14 時 15 分～ 14 時 55 分 亀 徳 振 興 セ ン タ ー
徳 和 瀬 15 時 05 分～ 15 時 25 分 徳 和 瀬 公 民 館
諸 田 15 時 30 分～ 15 時 40 分 諸 田 公 民 館
神 之 嶺 15 時 45 分～ 15 時 50 分 神 之 嶺 公 民 館
井 之 川 15 時 55 分～ 16 時 10 分 井 之 川 公 民 館
旭 ヶ 丘 16 時 20 分～ 16 時 30 分 旭 ヶ 丘 公 民 館

月日 実施地区 時間 実施場所

5 月 17 日（金）

下 久 志 9 時 00 分～ 9 時 15 分 下 久 志 青 少 年 館
池 間 9 時 25 分～ 9 時 45 分 池 間 公 民 館
反 川 9 時 50 分～ 10 時 05 分 農 協 倉 庫 前
大 当 10 時 10 分～ 10 時 20 分 大 当 公 民 館
花 時 名 10 時 25 分～ 10 時 40 分 花 時 名 公 民 館
花 徳 10 時 50 分～ 11 時 20 分 前 川 生 活 館
轟 木 11 時 30 分～ 11 時 45 分 轟 木 公 民 館

畦 13 時 10 分～ 13 時 20 分 畦 公 民 館
山 13 時 30 分～ 14 時 00 分 山 公 民 館

金 見 14 時 10 分～ 14 時 20 分 金 見 公 民 館
手 々 14 時 30 分～ 14 時 40 分 堀 田 石 油 前 広 場
全 地 区 15 時 30 分～ 16 時 00 分 役 場 前 広 場
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屋内運動場付帯施設（トレーニング室）もご利用いただけます

町総合運動公園屋内運動場の夜間開放について

総合運動公園指定管理事務所　☎ 0997-83-2910　社会教育課　☎ 0997-82-2904問

平成 31 年 3 月に屋内運動場付帯施設（トレーニング室）が完成し、既存の屋内運動場を含め夜

間開放を実施いたします。屋内運動場をご利用希望の方は、下記の料金表をご確認のうえ、町総合

運動公園へお申込みください。なお、夜間利用の場合は当日の午後 8 時までに申請をお願いします。

屋内運動場の利用時間は午前 9 時から午後 10 時までで、毎週月曜日が休館日となります。

利用時間 ２時間以内 ２～４時間 ４～８時間 延長１時間につき

利用料金 300 円 600 円 1,200 円 500 円

ピッチングマシン利用料金 １台につき 1 日 500 円

《屋内運動場利用料金》

午前
９時～１２時

午後
１３時～１７時

夜間
１８時～２２時

中高生 200 円 200 円 200 円

一般 300 円 300 円 300 円

《トレーニング室利用料金》

会議室利用料金 １時間 500 円

《利用上の注意》
※トレーニング室には専門のトレーナー・指導員は常駐しておりません。トレーニング機器等

の取扱いには十分注意し、正しく使用してください。利用規約の遵守をお願いします。自己

の不注意による事故・傷害については一切の責任を負いません。

※トレーニング室はお子様連れでのご利用はできません。

※利用の際は必ず室内シューズをご持参ください。

※他の利用者の迷惑とならないよう、ルールとマナーを守りましょう。

※中学生の利用は保護者同伴、又は指導者の引率が必要です。

※中学生の夜間使用はできません。

利用時間区分
利用者区分
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情報掲示板
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３
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７
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・
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。
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い
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児
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労
働
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保
険
徴
収
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０
９
９
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２
３
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８
２
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６
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成
31
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訓
練
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導
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７
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７
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８
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９
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６
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③
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０
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友
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り
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て
料
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が
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人 
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亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
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中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

亀
津
中

学
校
名

吉
田　

蓮

嶺
井　

鈴

松
田　

ひ
な
た

町
田　

葵

前
元　

柚
那

中
村　

優
華

豊
島　

優
真

鈴
木　

凪

鮫
島　

崚
河

岡
山　

ひ
と
美

大
川　

広
志

池
田　

遥
香

有
川　

航
大

氏　

名

平成 30 年度 義務教育皆勤賞

手
々 山 母

間
母
間

母
間

中
区

中
区

中
区

教
室
名

小
学
３
年

小
学
１
年

小
学
１
年

小
学
１
年

小
学
１
年

小
学
２
年

小
学
４
年

小
学
６
年

学　

年　

岩
山　

詩
恵
留

松
村　

知
香

吉
村　

陽
愛

元
山　

源
太

迫
田　

吉
平

正
田　

ミ
オ
ン

正
田　

も
も
こ

向
井　

苺
子

氏　

名

花
徳
小

亀
徳
小

学
校
名

福
岡　

美
優

岸　

ゆ
め
の

氏　

名
平
成
31
年
３
月
10
日
に
「
平
成
30
年
度
徳
之
島
町
学
士

村
塾
閉
講
式
・
教
育
賞
授
賞
式
」
が
行
わ
れ
、
多
数
の
児

童
・
生
徒
が
各
部
門
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
義
務
教
育
と

学
士
村
塾
通
塾
の
皆
勤
賞
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

教
育
委
員
会

だ
よ
り

花
徳

花
徳

亀
津

教
室
名

小
学
２
年

小
学
６
年

小
学
６
年

学　

年　

乾　

小
羽

松
本　

芽
衣

幸
元　

應
樹

氏　

名

平成 30 年度 学士村塾通塾優秀者（皆勤賞）
【
平
日
の
部
】

【
土
曜
の
部
】

【
小
学
校
６
か
年
皆
勤
賞
】

【
中
学
校
３
か
年
皆
勤
賞
】

河川を活用した環境教育がスタートします
集落の中を流れる川。その川は昔、子ども達の遊び場

や炊事・洗濯等の生活に欠かせない場所として利用され

ていました。生活基盤の向上により、上水道等のインフ

ラ整備が進むにつれ、私たちと川の関わりも変化してき

ました。川には、魚やエビ、それらを捕食する鳥など多

くの生物が生息していること、水の流れが作る地形や海

水と淡水が混ざり合う汽水域など多くの学習要素があり

ます。

そこで、徳之島町では、この貴重な資源を活かして子

ども達が自然との親しみを通じて環境に関する意識を育てること、子ども達の探究心や自主性を伸

ばすことを目的に、学校教育の中で河川を活用した環境教育を行います。環境教育を行うにあたり、

４月より鈴木 廣志先生（元鹿児島大学水産学部教授）を地域おこし協力隊として向かえ、亀津小学校・

花徳小学校の全面協力の下、総合的学習の時間の中で河川を活用した環境教育を行っていきます。　

本取り組みでは、大瀬川・下田川の生物的・科学的水質調査を行うと同時に、私たちの暮らしが

河川にどのような影響を与えているか等を調べていきます。本年 12 月には子ども達が環境教育を通

じて学んだことを発表するシンポジウムも計画していますので、ご期待ください。
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『かわたれどき』

畠中 恵／著〔小説〕

かつて恋女房を亡くした江戸町名
主の跡取り息子・麻之助は、周囲
の心配をよそに、恋よりも揉め事
に振り回される日々。そんな彼に、
後妻とりの話がやってきたが…。
まんまことワールド第 7 弾。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『小学生はできるのに！
大人は解けないクイズ』

知的生活追跡班／編〔実用書〕

サ + イ + ヒ = 花。 で は、 ノ + テ
+ イは ? 知識の詰め込みでは絶対
に解けない、大人のための新感覚
クイズ集。スキマ時間に楽しみな
がら解くことで、思考力、突破力、
アイデア力、問題解決力がみるみ
る身につく。

『お、しりませんでした』

あわた のぶこ／著〔絵本〕

初めてお風呂屋さんに行ったゆう
ちゃん。いろんなお尻をながめな
がら、「お尻はなんで、ふたつに割
れているんだろう ?」と不思議に
思っていたら、お尻博士の「もの
しりん」が現れて…。初めての科
学絵本。

『百年法』

山田 宗樹／著〔小説〕

【百年法】百年後に死ななければな
らない法律―

・不老不死の体を手に入れたい人
・永遠の若さと美を求めている人
・そうでもない人…必見！
SF が苦手でも、長編だけど、めっ
ちゃくちゃ面白い！

『おしえておしえてねむりかた』

アナ・カン／著〔絵本〕

明 日 は 楽 し み に し て い る ヨ ッ ト
レース。でも、ケロケロは眠れま
せん。もし眠れなかったら、明日、
困ったことになるのに…。どうし
たら眠れるの ? 何かいいアイデアは
ない ? ケロケロが話しかけてくる、
読者参加型の絵本。

お知らせ

○あかちゃんおはなし会　5/5（日）午後 2 時 30 分～

○毎月のおはなし会　5/11・25（土）午後 2 時 30 分～

○返却ポスト回収予定日

　阿田野平住宅 （5/4・21）、 花徳支所 （5/10・19）

☆子どもアニメ鑑賞会

　5/1 （水）、5/3（金）午後 2 時～午後 3 時

☆多読賞表彰式　5/26（日）午後 2 時～

☆職員おすすめ本☆　    

町立図書館のお仕事を手伝ってくれる子どもたちを募集します！

応募方法等の詳細は町立図書館へお問い合わせください。

○募集資格 ： 町内の小学 3 年生～高校生

○募集期間 ： 2019 年４月 10 日

　　　　　　　　　　　　～ 2019 年５月 31 日

図書館キッズ大募集

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示

・ “気をつけよう” 絵本

・ いろんな基礎

・ 旅へ出よう！

・ キラキラ植物

・ 小説 新装版

・ ５月作家

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

5 月
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○
お
産
に
つ
い
て

○
母
乳
育
児
に
つ
い
て

○
赤
ち
ゃ
ん
の
む
し
歯
予
防
は

　
　

お
母
さ
ん
か
ら

　

～
お
腹
の
中
か
ら
始
め
る
歯
育
て
♪
～

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
５
月
27
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
健
康
手
帳
を

　
　
　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
５
月
16
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

お
待
ち

 

し
て
ま
す
！

徳之島町保健センター　電話：0997-83-3121

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

65
歳
以
上
で
対
象
の
方
に
は

問
診
表
が
届
き
ま
す

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

お
た
ふ
く
か
ぜ
と
は
、
ム
ン
プ
ス
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
に
よ
っ
て
起
こ
る
感
染
症
で
す
。
耳
下
腺
と
い
う

リ
ン
パ
節
が
腫
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
悪
化
す
る
と

髄
膜
炎
や
難
聴
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
は
１
歳
に
な
っ
た
ら
早
い
う
ち
に
済
ま

せ
、
２
回
目
を
小
学
校
に
上
が
る
前
の
年
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

【
助
成
の
対
象
】

　

徳
之
島
町
内
に
住
所
の
あ
る
１
歳
か
ら
７
歳

未
満
（
小
学
校
に
上
が
る
前
年
）
の
方
。

【
助
成
額
】
３
千
円　

※
助
成
は
お
ひ
と
り
１
回
限
り
で
、
差
額
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
助
成
を
受
け
る
に
は
】

①
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
申
請
を
す
る

　

・
申
請
時
に
必
要
な
も
の
＝
母
子
手
帳
と
印
鑑

②
助
成
券
付
き
予
診
票
を
持
参
し
か
か
り
つ
け

医
に
予
約
の
上
、
接
種
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
の
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
の
対
象
者
は
、
今

年
度
65
・
70
・
75
・
80
・

85
・
90
・
95
・

100
歳
に
な

ら
れ
る
方
で
す
。

対
象
の
方
に
は
紫
色
の

問
診
票
が
届
き
ま
す
。

問
診
票
が
届
い
た
ら
、
早
め
に
接
種
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。（
た
だ
し
、
対
象
年
齢
の
方
で
も
こ
れ
ま
で

に
接
種
歴
が
あ
る
方
は
対
象
外
で
す
）

そ
れ
以
外
の
年
齢
の
方
も
接
種
歴
が
な
い
方
は
、

任
意
接
種
で
接
種
可
能
で
す
。

接
種
歴
が
不
明
の
方
な
ど
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
30
年
度
の
予
診
票
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

　

ご
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
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毎日、自家用車の軽トラックで畑に出かけ
る松山龍次さん。満 96 歳とは思えないほどお
元気で、40 年間ミカン作りをしています。「ミ
カン作りは、子どもを育てるのと一緒で楽し
い。毎日畑を見て、手をかける、それが元気
の秘訣です」と素敵な笑顔で答えてくれまし
た。４人の子ども達、地域サロンの仲間、池間地区のご近所さんに
感謝しながら、楽しく生活している龍次さんはまさに池間の職人さ
んです。これからも美味しいミカン作りを教えてくださいね。

わっきゃまちの
きまいたりっちゅ松山  龍次

（96 歳）池間
さん


